
寄島地区義務教育学校        ★第２号★ 

開設準備委員会だより     
 
学校名応募ありがとうございました！！ 
浅口市寄島地区義務教育学校開設準備委員会が設置され、７月７日（金）に第１回開設準備委員

会を開催しました。また、８月には、開設準備委員会が校名検討の参考とするために学校名の募集

を行いました。その結果について報告いたします。 

寄島地区の住民の方々から計２８０の回答をいただきました。最も多かったのが「寄島学園」。

続いて「寄島もやい学園」。そして、「寄島未来学園」「寄島しおかぜ学園」などの回答がありまし

た。これらの回答をもとに地域部会で集約し、９月７日（木）の第２回開設準備委員会において検

討を行いました。「最も回答数が多い『寄島学園』でよいのではないか。」、「寄島小中学校で大切に

育てている『もやいの心』の『もやい』という言葉を入れた『寄島もやい学園』にすることで、寄

島らしさが出るのではないか。」などの意見が出ました。開設準備委員会で検討した結果「寄島も

やい学園」がよいということになり、教育委員会議で経過及び結果の報告をもとに審議し、「寄島

学園」と「寄島もやい学園」の２つに絞って、開設準備委員会で広く寄島地区の住民の方々の意見

集約していくこととなりました。 

今後、寄島地区住民の方々の声も大切にしながら、多くの方々に愛される学校名となるよう検討

していきたいと考えております。 

なお、全ての回答の結果については、竜南保育園・寄島こども園・寄島小・中学校、寄島総合支

所、ふれあい交流館サンパレア、寄島東公民館に掲示してありますので、ぜひご覧ください。 

  

 

 

 

日時：令和５年９月７日（木）   
場所：寄島小学校（よりしま未来カフェ） 
 
 
 
 
 
〇各部会からの報告 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和５年９月発行   

寄島地区義務教育学校開設準備委員会  

第２回 開設準備委員会 

＜地域部会＞ 
学校名 

・学校名募集の結果を受けて、地域部会としては、３つの案（〇寄島学園 〇寄島もやい学園 
〇寄島しおかぜ学園）にしぼった。 

・「義務教育学校」という名称を校名につけるかどうかという議論も出て、「つけない」という
ことで開設準備委員会に報告することになった。 

校章 
・現在の小中は、外枠の形が同じなので、それは残して、中をもやいのマークにしたらよいの
ではないか。 

・中にもやいのマークを入れたいという話は出たが、校名が決定してからの話になるだろう。 
校歌 

・小中の校歌を残し、校名のところを変えるなどして、第１校歌、第２校歌として進めていけ
ばよいのではないか。さらに、小中が一緒になるので、新しく愛唱歌をつくることについて
は今後の検討課題となった。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参考：「もやい」とは 
「支え合う・助け合う」「人と人との心をつなぐ」という意味が込められている。 
「もやう」とは杭などに船をつなぐこと。船を繋ぎとめるために「もやい結び」を使う。 

 

 

地域説明会を行いました 

 

令和５年７月２２日（土）に、寄島地区の義務教育学校開設に 

向けての地域説明会を行いました。 

 教育長、開設準備委員会副会長の挨拶に始まり、学校教育課 

長より「教育内容に係る説明」、教育総務課長より「施設面に 

係る説明」がありました。その後、質疑応答の時間には、参加 

者から貴重なご意見をいただきました。 

「義務教育学校もよいが、寄島の人口を増やすこともあわせ 

て考えてほしい。」「義務教育学校を考える前に、他校への合併 

というような議論はなかったのか。子どもは、たくさんの人数 

の中で教育される方がよいというようなことも考えられるがどうか。」というようなご意見もいた

だきました。「寄島中学校がなくなると、将来的に小学校が寄島地区からなくなる可能性がある。

少人数のよさを生かすことや移動時間を有効に使いたい生徒もいるのではないか。」とお答えしま

した。引き続き、地域の皆様の意見も参考にさせていただきながら、より魅力ある学校開設に向け

て準備を進めていきたいと思います。 

 

 今後の動きについても、開設準備委員会だよりでお知らせしていきます。どうぞよろしくお願い

いたします。 

（お問い合わせ先）浅口市教育委員会事務局 学校教育課 

             TEL  0865-44-7012    FAX  0865-44-7602 

＜学校と地域部会＞ 
・義務教育学校の特色として３つ考えている。 

①地域とともにある学校づくり（小中だけではなく、これまでどおり保育園・こども園も含
まれている） 
②社会に開かれた教育課程「よりしま学」→課題解決を通した郷土愛と生きる力の育成をめ
ざす 

③異学年交流の充実（義務教育学校だからこそできる活動） 
・キャッチフレーズ案  

もやいの心を大切にして、「もちあじ やくだて いいねの学校」 

これらの方針をもとに、義務教育学校の教育カリキュラムを考えていき、令和６年度から先行
実施し、令和７年度を迎えたい。 

＜学校三役部会＞ 

・教職員とともに、小中が一緒になった際の一日の時程表や児童会・生徒会の在り方などを検
討している。 

＜PTA部会＞ 

・小学校の制服をどうしていくか、小中にある PTA組織をどうしていくかを調査・検討中して
いる。 


